
（別紙４）

アトリエあいだっく中野新橋
公表日 2026年3月1日

利用児童数 50人 回収数 32

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 23 4 0 5

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 21 2 0 9

・専門的なことはわかりません。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。

また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配

慮が適切になされていると思いますか。

25 4 0 3

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こ

ども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
28 0 0 4

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けら

れていると思いますか。 
28 1 0 3

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っている

と思いますか 。
28 1 0 3

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された

上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思います

か。

29 1 1 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等

デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」

で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

28 1 0 3

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 28 3 0 1

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 27 3 0 2

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会がありま

すか。
5 2 7 18

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な

説明がありましたか。
31 0 0 1

13 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 27 1 1 3

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家

族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。
4 4 3 21

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共

通理解ができていると思いますか。
30 1 0 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 22 7 0 3

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 29 1 0 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が

設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベント

の開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの

支援がされていますか。

2 1 13 16

・問題なし

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行事等

に加え、面談等の際にも情報のやり取りをさ

せていただいております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説明を

行うと共に、利用開始時にはあいだっく独自

の利用ガイドを配布しております。

計画は保護者の方にご確認・同意いただいて

おり、日々の支援内容についても毎回報告し

進捗や状況をご確認いただけるよう努めてお

ります。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来てお

りませんが、個別でご家庭での困り事等のご

相談への対応や情報提供等、行わせていただ

いております。どうぞお気軽にご相談くださ

い。

基本的には半年に1度の頻度で個別支援計画作

成に向けて面談を行わせて頂いております。

また、面談希望がある場合には、いつでも対

応しておりますので、遠慮なくお申出下さ

い。

それぞれのこどもの特性やその時の状況等も

理解し、気持ちに寄り添い、共感を大切にし

た支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同士の

交流のためのイベント等の開催はしておら

ず、必要な連絡等は個別に報告させていただ

いております。ただ、開催できていない年も

ありますが、年度末に展示会を開催してお

り、保護者の方同士でお話ができる機会の場

にもなれば…と思っております。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研修等

も行ない、個別に最適なプログラムを提供で

きるよう工夫すると共に、ご意見やご要望に

応じた柔軟な対応を心がけて支援を行ってい

ます。

各事業所の活動等に合わせ、支援プログラム

の公表をHPにて行なっておりますので、ご確

認ください。

相談支援事業所等と連携をとり、基本情報や

こどもの様子を基に、保護者とのお話や提出

書類等も参考にし、理学療法士等の専門ス

タッフの視点も組み込みながら作成・見直し

を行っています。

上記同様、それぞれのこどもについてスタッ

フで話し合い、必要性に応じて適切な項目を

設定し、支援計画をたてています。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこども

の変化や状態、状況等にも合わせながら、柔

軟に支援を行なうようにしております。

絵画・イラスト・工作・書道・コンテスト応

募など、色々な活動や季節を感じられるよう

なイベント、お出かけ等の場もより一層充実

させ、提供できるように今後も工夫していき

たいと思います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的には行っていませんが、今後、利用者様の

意見も聞きながら必要に応じて取り入れてい

きます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースの確保をさ

せていただいてはおりますが、引き続き、ス

ペースを有効活用したり、時にはお出かけを

企画したりし、出来るだけ伸び伸びと活動出

来るようスペース確保の工夫を行っていきま

す。

事業の指定新基準の職員配置で対応しており

ます。また、理学療法士や保育士はもちろ

ん、アート面に専門的なスタッフも配置して

おります。

施設は1Fに位置しており、施設内に段差もな

いフラットな床面で、トイレやロッカー等に

もそれぞれマークやイラストをつける等して

わかりやすくなるよう工夫しています。

生活空間内に空気清浄機(加湿・除湿機能付き)

を２台設置し、部屋はもちろん、玄関からト

イレまで毎日清掃・消毒を行なっています。

空気清浄機や掃除機等の機器についても定期

的に洗浄作業を行っています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているととも

に、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相

談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

20 2 2 8

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思います

か。
28 2 0 2

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報

や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。
21 7 0 4

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 24 4 0 4

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生

を想定した訓練が実施されていますか。

25 0 0 6

※1件回答なし

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行わ

れていますか。
24 0 0 8

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確

保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
27 1 0 3

※1件回答なし

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生

した際の状況等について説明がされていると思いますか。
26 0 0 6

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  31 1 0 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 30 2 0 0

・毎回通うのを楽しみにしています。今回は

どんな作品を作るのか楽しみにしていたり、

作って持ち帰ったものを家族に見せたりして

嬉しそうです。先生方とのおしゃべりも楽し

いようです。

29 事業所の支援に満足していますか。 32 0 0 0

・宿題に取り組ませて下さり、有難いです。

Pマークも取得しており、メールディーラーを

使った誤送信防止の対策を講じ、個人資料は

鍵付きの書庫での保管、PCへのパスワード設

定等も行い、個人情報を含むものの管理には

留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧することが

可能です。すぐ確認したい方は、施設来所時

等職員へお声かけ下さい。また、防災対応に

つきましては防災カードを制作して各ご家庭

に配布し、流れをわかりやすく改良させてい

ただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171やX(旧

twitter)を使い、保護者の方へも参加の案内を

させていただきながら、緊急時の連絡方法の

確認や避難訓練等を随時行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュア

ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル

等を策定し、避難訓練等も適切に行なうこと

で、安全確保の体制を整え、十分に配慮した

上で支援を行っております。

事故や怪我が発生した際には、速やかに保護

者と連絡をとり、対応させていただいており

ます。また、１日の様子の文章連絡は勿論、

送迎時の引き渡しの際にも直接状況等ご説明

させていただいております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明書」

にて記載しております。迅速に対応いたしま

すので、遠慮せずにお申出下さい。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの様々

な方法を利用して情報伝達手段を増やしてい

ます。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよう、

一人ひとりの様子を見守り、信頼関係を築き

ながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引き続

き試行錯誤して取り組みや環境整備の工夫を

行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理解に

支えていただき、日々事業所で支援を行って

ゆくことができております。本当にありがと

うございます。引き続き、ご要望やご意見を

積極的に取り入れ、より良い活動や支援を目

指していきたいと思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有効に

活用して情報を発信していく予定です。



（別紙５）

アトリエあいだっく中野新橋
公表日 　　　　　2026年　　3月　　1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 ○

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。ま

た、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、

環境上の配慮が適切になされているか。

○

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども

達の活動に合わせた空間となっているか。
○

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境

になっているか。 
○

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職

員が参画しているか。
○

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、

その内容を業務改善につなげているか。
○

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげて

いるか。
○

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 ○

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開

催する機会が確保されているか。
○

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成している

か。

○

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益

を考慮した検討が行われているか。 

○

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか 。
○

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセ

スメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使

用する等により確認しているか。

○

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放

課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、

「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支

援内容が設定されているか。

○

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デ

イサービス計画を作成し、支援が行われているか。
○

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役

割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。
○

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返

りを行い､気付いた点等を共有しているか。
○

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげて

いるか。
○

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
○

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせ

て支援を行っているか。
○

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする

力を育てるための支援を行っているか。
○

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこ

どもの状況をよく理解した者が参画しているか。
○

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

課題や工夫している点

事業の指定基準を十分上回るスペースの確保をさせていただいてはおりますが、さらに、家具の配置や

折り畳み式の机、収納しやすい椅子などの工夫で、場面に合わせたスペースの確保を出来るようにして

います。

事業の新基準にあわせた職員体制で対応しており、活動に合わせ、絵画等に特化したスタッフや理学療

法士や保育士等の専門スタッフも配置し、専門性の高い療育、活動を提供出来るように工夫していま

す。

施設は1Fに位置しており、施設内に段差もない状況で、トイレやロッカー等にもそれぞれマークやイラ

ストをつける等してわかりやすくなるよう工夫しています。

生活空間内に空気清浄機(加湿・除湿機能付き)を２台設置し、部屋はもちろん、玄関からトイレまで毎

日清掃・消毒を行なっています。空気清浄機や掃除機等の機器についても定期的に洗浄作業を行ってい

ます。

大部屋とは別に面談室を準備しており、必要に応じて使用できるようにしています。

計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティング等を活用しながら日々業務改善を図っています。情報

収集や拡散には、メールやプリントを活用し速やかに業務が遂行できるようにしています。

毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集計・公表を行なっており、内容についても把握し、業務改善

に繋げています。

上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッフに配布し、回収・集計・公表を行なっており、内容につ

いても把握し、業務改善に繋げています。

現状、第三者による外部評価は行なっておりませんが、実地調査や更新時の調査で指摘された点につい

ては都度改善しています。

他施設と合同での不定期での大きな研修に加え、毎日の自施設内でのミーティングにて、基本的業務確

認のみではなく、障害特性や児童とのかかわり方等、持続性があり効果的な方法で研修が行えるよう心

掛けています。

令和7年度より各事業所の活動等に合わせ、支援プログラムの公表をHPにて行なっております。

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反映させて作成

しています。

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わりも深く、長く、性格や特性をより把握している者を中心

に、複数のスタッフで話し合い、計画を作成しています。

スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう個別支援計画のみを五十音順にしてまとめたファイルを別

途作成して保管しています。

学校や病院等で別途既に取っている児童も多いため、標準化されたアセスメントツール(WISC等)は行

なっていませんが、結果を参考にしたりあいだっく独自のアセスメントシートを準備したりしていま

す。また、専門スタッフが必要に応じて適切なツールを見極めて実施しています。

それぞれの児童についてスタッフで話し合い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支援計画をたてて

います。

専門スタッフを中心に、ミーティングや話し合いを行ないながら活動プログラムの立案を行っていま

す。

一人一人の課題に合わせて個別をメインにした活動を行っています。また、午前からの利用時など、活

動時間に合わせた的確な支援ができるよう活動計画を作成しています。

個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて計画を立案しており、内容も個別はもちろん、イベントや

集団での活動も盛り込んだバラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう工夫しています。

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や配慮事項等の確認を行なっています。送迎表や座席、担

当、チェック表等も活用してわかりやすく確認出来るように工夫しています。

勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打合せや振り返りを随時行っています。

日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容を記録し、職員が参照できるようにしています。記録を用

いて、支援の検証や改善も図っています。

本人やご家族のニーズを取り入れながら、取り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合い、計画の見

直しを行っています。

創作活動を中心とした個別活動を行う中で、全体での共同作業や大きな制作なども取り入れ、季節ごと

には同じテーマで作成を行う等、活動に幅を持たせています。利用時間に合わせてレクリエーションや

休憩なども工夫して盛り込みながら支援を行っています。

自分で活動内容、使用画材等を決める、それが難しい児童には個別にそれぞれの力に応じて選択肢を準

備して選んでもらう等、自己決定の機会をしっかり作り、活動に取り組んでもらっています。

児童との関わりも深く、長く、性格や特性をより把握している者が中心となって参画しています。

事業所における自己評価結果公表



27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の

関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
○

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認

等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行ってい

るか。

○

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所

等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
○

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行

する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。
○

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイ

ズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
○

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会が

あるか。
○

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題につ

いて共通理解を持っているか。
○

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペ

アレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等

を行っているか。 

△

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っている

か。
○

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向

を確認する機会を設けているか。 

○

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
○

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言

と支援を行っているか。
○

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者

同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士

で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

△

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こど

もや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。
○

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動

概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信している

か。

○

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしてい

るか。
○

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図ってい

るか。
○

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した

訓練を実施しているか。

○

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
○

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している

か。
○

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされて

いるか。
○

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じ

る等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
○

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基

づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
○

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をし

ているか。
○

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている

か。
○

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、

こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービ

ス計画に記載しているか。

○

非

常
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保

護

者

と

の

連

携

保

護

者

へ

の

説

明

等

直接主治医と直接的なやり取りは出来ていませんが、学校やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医療行為が必要な場合については、医師の意見書を作成して

いただいています。また、医療連携についても検討中です。

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有の協力がいただけている所とは、適宜お迎え時等を中心に

情報共有と連絡調整をさせていただいています。ただ、学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の情

報は保護者から行うように言われてしまうこともまだ多くあります。

現状は連携しておらず、情報提供等もないことが多いですが、今後必要なケースがあれば、当事業所と

同様に(株)アイダックデザインが運営する相談支援事業を中心に、積極的に情報共有に努めていきま

す。

現状、必要に応じて行っており、全員について行えてはいない状況ですが、引き継ぎ事項については、

ファイリングし引き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じてお電話等で様子についての情報共有等

を行っています。

児童発達支援センターとの直接的・継続的な連携は出来ておりませんが、研修会や連絡会、研修等には

できる限り代表者が出席できるように日程や勤務の調整を行っています。また、必要に応じて関係機関

からご助言をいただく等しております。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極的には行っていませんが、外部に向けての情報発信や交流

も視野に入れて、年度末に展示会を開く等の機会は設けています。

自立支援協議会には参加できていませんが、都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参加できるよう

調整しています。

情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳を活用しています。また、年度末の展示会の際には直接作品を

ご覧いただきながら情報交換を行っています。保護者との個別面談も実施しています。

ご家族に対しての研修は開催できていないものの、情報提供等は適宜行わせていただいており、日々の

活動においての評価・工夫等をご家庭での支援で活かしていただけるよう、毎回しっかり振り返りなが

らメールや送迎時に保護者の方々に細かく報告をしています。

お便りやガイドブックを作成してわかりやすくなるよう工夫しています。

半年に１度面談の機会を設けている他、電話やメール等のツールも利用して日常的にやり取りが可能な

状況を作り、随時ご希望やご要望が確認できるようにしています。

必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただき、同意を得ています。

随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会を通じて対応しています。

要望も少なく、現状保護者会の機会は設けておりませんが、必要性や需要の変化に応じて検討していけ

ればと考えています。ただ、展示会を開催しており、保護者同士の連携やお話する機会が取れる場にも

なればと考えています。

できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けています。

毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定期での会報誌の発行などを行っています。

個人資料は全て鍵付きの書庫に保管しています。

相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に努めていま

す。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配慮も必要となり、地域住民の招待等はなかなか出来ていな

い現状はあります。ただ、展示会等のイベントを通じて、活動内容を披露したり、ブログ等を活用し、

活動報告を行っています。

各種マニュアルは施設内で閲覧することが出来るよう整備しています。

業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防災カードを作成して各家庭に配布している他、年に2回以

上の避難訓練の実施をしており、消防計画も立てています。

契約時、半年に１度の面談時にフェイスシート等を使っての確認を行なっている他、変更等あった際に

はご家族よりご連絡いただいて把握に努めております。

アレルギーがある児童については、受け入れ時に書類も使って確認を行い、提供を控えています。

安全計画を作成すると共に、送迎車には安全装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等を行い、交通

安全の標語等を使っての意識付け等の工夫も随時行っています。

避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛けたり、訓練等の実施時の様子について報告を行なったり

と、随時ご家族への情報発信を行っています。

日報やメール連絡網に記載し、ミーティング時に都度職員間で確認を行っています。

虐待防止研修を必須で受けています。

身体拘束を行なわなければならないケースについては、放課後等デイサービス計画にも記載をした上

で、保護者にも了承を頂いています。



（別紙３）

～ 2025年　11月　21日

（対象者数） 50 （回答者数） 32

～ 2025年　11月　21日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンドや技術

を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供できるように

していくと共に、利用児童やご家族からのご意見や要望を活用し

て、プログラムの改善点を見つけていきます。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィードバックを

収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法やアプローチを随

時改善していくことで、さらなる支援の質の向上を目指して行きま

す。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコミュニ

ケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にアクセスできる

ようにする（例：アプリの導入やオンラインプラットフォームの活

用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で安全性

を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラムの導入、積極

的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童の障害特性への理解

を促す等の工夫を考え、地域コミュニティとの関係構築を目指して

いきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベントの機

会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムやチャット等のオ

ンラインコミュニティを利用した保護者への負担が少ない支援の工

夫を考えたりしていきたいと思います。

3

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染症予

防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数の地域の

方を招くようなイベントを積極的に行えておりません。

保護者会等の開催がない

年度末に展示会を設けることで、児童の成長を感じてもらうと共に

スタッフや児童、保護者同士での交流にも繋がるよう工夫している

ものの、半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等が

あることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで時

間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現時点で

は定期的な保護者会は実施しておりません。

専門的なスタッフのサポート

理学療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在籍

し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高いサ

ポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直接保

護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向けた面談の

機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可能となってお

り、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事で、連絡や相談等

のやり取りもしやすいよう体制を整えています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スキルと自信を育む多様な創作体験の提供

各児童の個性や興味に応じた個別の創作活動を通じて、手先の器用

さや創造力を養うと共に、季節に応じたイベントやアート活動も提

供しており、子どもたちがさまざまな創作体験を通じて成長できる

環境を整えています。また、コンテストへの応募や展示会の開催を

することで、成果の発表の場を儲け、自信を持たせ、達成感を得る

機会にもしています。

○事業所名 アトリエあいだっく中野新橋

○保護者評価実施期間
2025年　10月　20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　10月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　11月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表
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